
土木学
会の動き

から 

　

土
木
学
会
の
会
長
以
下
役
員
の
選
出
に
つ
い

て
は
、適
宜
土
木
学
会
誌
に
状
況
を
報
告
し
て

き
た
ほ
か
、定
款
、細
則
な
ら
び
に「
土
木
学
会

役
員
候
補
者
選
考
規
程
」お
よ
び「
土
木
学
会

役
員
候
補
者
選
考
内
規
」に
詳
細
な
定
め
が
あ

り
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
閲
覧
で
き
る
が
、会

員
各
位
が
役
員
選
出
の
手
続
き
を
容
易
に
把

握
で
き
る
よ
う
、以
下
解
説
し
て
お
き
た
い
。

役
員
選
出
方
法
の
概
要

　

土
木
学
会
の
会
長
以
下
の
役
員
は
、定
款
の

定
め
に
よ
り
、ま
ず
総
会
に
お
い
て
30
名
の
理

事
と
監
事
2
名
が
選
任（

（
（

さ
れ
、選
任
さ
れ
た
理

事
の
互
選
に
よ
り
、会
長
、副
会
長
、専
務
理
事

が
選
定
さ
れ
る
と
い
う
手
順
と
な
っ
て
い
る
。実

際
に
は
任
期
の
ず
れ
か
ら
30
名
の
理
事
の
半
数

程
度
と
監
事
1
名
が
毎
年
改
選
に
な
る
。

　

し
か
し
実
務
上
は
、総
会
に
諮は

か

る
べ
き
役
員

候
補
者
の
原
案
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
、

ま
た
、理
事
の
互
選
に
よ
る
会
長
等
の
選
定
に

つ
い
て
も
、適
正
な
手
順
に
よ
り
、会
員
の
代
表

に
ふ
さ
わ
し
い
選
出
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
手
続

き
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。こ
の
た
め
に
、合
計

1
0
0
名
の
選
考
委
員
を
各
支
部
か
ら
選
出

し
て「
役
員
候
補
者
選
考
委
員
会
」を
構
成
し

役
員
候
補
者
の
選
考
を
行
っ
て
い
る
。
1
0
0

名
の
役
員
候
補
者
選
考
委
員
の
選
出
は
各
支

部
の
会
員
数
に
比
例
し
て
按あ
ん

分ぶ
ん

さ
れ
、各
支
部

は
会
員
の
活
動
歴
、職
域
な
ど
を
考
慮
し
て
選

考
委
員
を
選
出
す
る（
表
1
）。こ
の「
役
員
候

補
者
選
考
委
員
会
」の
委
員
長
は
、フ
ェロ
ー
会

員
と
し
会
長
が
指
名
し
て
い
る（

（
（

。ま
た
、役
員

候
補
者
の
選
考
に
か
か
る
基
本
方
針
を
含
む

検
討
資
料
作
成
な
ど
、委
員
会
の
業
務
を
処
理

す
る
た
め
、選
考
委
員
1
0
0
名
の
中
か
ら
選

定
さ
れ
た
20
名
を
部
会
員
と
す
る「
素
案
作

成
部
会
」が
編
成
さ
れ
る
。こ
の
部
会
の
部
会

長
は「
役
員
候
補
者
選
考
委
員
会
」委
員
長
が

兼
務
し
て
い
る
。

　

こ
の
役
員
候
補
者
選
考
委
員
の
投
票
に
よ
り

選
考
さ
れ
た
役
員
候
補
者
は
理
事
会
の
議
を

経
て
、総
会
に
上
程
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

役
員
候
補
者
選
出
の
手
順

（
1
）理
事
候
補
者

　

理
事
の
定
数
は
、定
款
に
25
名
以
上
30
名
以

内
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、現
在
上
限
の
30
名
で

運
用
し
て
い
る
。こ
の
30
名
の
う
ち
1
名
が
会

長
、3
名
が
職
域
か
ら
選
ば
れ
る
副
会
長
、1

名
が
専
務
理
事
で
あ
る
。さ
ら
に
4
名
の
理
事

が
職
域
を
考
慮
し
て
選
出
さ
れ
、残
り
の
21
名

は
支
部
の
会
員
数
を
反
映
し
て
、関
東
6
名
、

関
西
4
名
、北
海
道
、東
北
、中
部
、中
国
お
よ

び
西
部
に
各
2
名
、四
国
に
1
名
の
配
分
の
も

と
に
各
支
部
が
原
案
を
推
薦
す
る
。後
に
説
明

す
る
次
期
会
長
は
そ
の
所
属
す
る
支
部
の
枠
に

含
ま
れ
る
。こ
の
支
部
配
分
の
理
事
枠
の
中
か

ら
、2
名
が
支
部
選
出
の
副
会
長
と
し
て
選
出

さ
れ
、副
会
長
は
計
5
名
と
な
る
。な
お
、職
域

か
ら
の
選
出
理
事
4
名
に
つ
い
て
は
、関
東
支
部

が
原
案
作
成
を
担
当
し
て
い
る（
表
2
、3
）。理

事
候
補
者
は
こ
れ
ら
原
案
を
も
と
に「
役
員
候

補
者
選
考
委
員
会
」が
選
考
し
、理
事
会
の
議

土
木
学
会
役
員
選
出
の
手
続
き

表1　役員候補者選考委員会委員の支部別配分

注 1　支部別会員数は平成 20 年 12 月末日現在の会員数。
注 2　海外支部は、役員候補者選考規程第 3 条第 4 項により委員を推薦する支部に含まれない。
注 3　支部ごとの素案作成部会員数は、委員数 5 人当たり 1 人とし、端数は 2 捨 3 入とする。

会員数 按分比 委員会委員数 （素案作成部会員数）

北 海 道 2,104 5.45% 5 1

東　　北 2,134 5.53% 6 1

関　　東 17,471 45.25% 45 9

中　　部 3,690 9.56% 10 2

関　　西 6,285 16.28% 16 3

中　　国 2,065 5.35% 5 1

四　　国 1,446 3.74% 4 1

西　　部 3,417 8.85% 9 2

合　　計 38,612 100% 100 20
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を
経
て
総
会
に
上
程
さ
れ
る
。

（
2
）監
事
候
補
者

　

監
事
候
補
者
に
つ
い
て
は
、1
名
は
関
東
支

部
か
ら
、も
う
1
名
は
中
部
支
部
と
関
西
支
部

が
輪
番
で
選
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。監

事
候
補
者
は「
役
員
候
補
者
選
考
委
員
会
」が

選
考
し
、理
事
会
の
議
を
経
て
総
会
に
上
程
さ

れ
る
。

（
3
）会
長
候
補
者
・
次
期
会
長
候
補
者

　

土
木
学
会
で
は
次
期
会
長
と
い
う
制
度
を

採
用
し
て
い
る
。こ
れ
は
会
長
候
補
者
に
つ
い

て
、理
事
の
任
期
2
年
の
う
ち
最
初
の
1
年
目

は「
次
期
会
長
」と
称
し
、予
算
原
案
作
成
な

ど
の
重
要
な
業
務
を
担
当
し
た
後
、2
年
目
に

総
会
時
の
臨
時
理
事
会
で
選
定
さ
れ
て
会
長

と
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。こ
れ
は
ア
メ
リ
カ

土
木
学
会（
A
S
C
E
）、イ
ギ
リ
ス
土
木
学
会

（
I
C
E
）と
同
様
な
工
夫
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て「
役
員
候
補
者
選
考
委
員
会
」

と
し
て
は
、臨
時
理
事
会
に
提
出
す
る
会
長
候

補
者
に
は
前
年
度
の
次
期
会
長
を
も
っ
て
あ
て

る
こ
と
と
し
、こ
れ
を
前
提
と
し
て
次
期
会
長

候
補
者
を
選
考
す
る
こ
と
と
な
る（

（
（

。

　

次
期
会
長
候
補
者
の
原
案
作
成
は
、過
去

4
年
間
の
正
副
会
長
か
ら
構
成
さ
れ
る
約
20

名
の「
次
期
会
長
候
補
者
選
考
委
員
会（

４
）（
委
員

長
は
会
長
）」に
よ
っ
て
行
う
こ
と
と
し
て
い
る

（
表
4
）。次
期
会
長
候
補
者
の
選
考
に
あ
た
っ

て
は
以
下
の
点
が
考
慮
さ
れ
る
。第
1
に
、次

期
会
長
候
補
者
の
職
域
は
、「
官
庁
」、「
大
学
」、

「
民
間
」そ
し
て「
す
べ
て
の
職
域
」の
順
番
の

4
年
サ
イ
ク
ル
で
運
用
す
る
。第
2
に
、候
補

者
の
推
薦
に
あ
た
っ
て
は「
会
長
の
推
薦
に
あ

表3　平成21年度役員の地域等区分

役職名 地域等区分 氏　名 勤務先・職名

会　　長 ― 近藤　 徹 東北電力（株）

副 会 長 職　域 磯部 雅彦 東京大学

副 会 長 職　域 林　 康雄 東日本旅客鉄道（株）

副 会 長 職　域 星野　 満 本州四国連絡高速道路（株）

副 会 長 北海道 三浦 清一 北海道大学

副 会 長 西　部 大塚 久哲 九州大学

次期会長 中　国 阪田 憲次 岡山大学

専務理事 ― 古木 守靖 （社）土木学会

理　　事 職　域 青野 捷人 東京湾横断道路（株）

理　　事 職　域 井手 和雄 清水建設（株）

理　　事 職　域 木村 洋行 大成建設（株）

理　　事 職　域 久保田 勝 （独）水資源機構

理　　事 北海道 柳屋 圭吾 国土交通省

理　　事 東　北 藤森 伸一 東日本旅客鉄道（株）

理　　事 東　北 真野　 明 東北大学

理　　事 関　東 岸井 隆幸 日本大学

理　　事 関　東 鬼頭 平三 （社）日本港湾協会

理　　事 関　東 下保　 修 国土交通省

理　　事 関　東 花木 啓祐 東京大学

理　　事 関　東 廣瀬 典昭 日本工営（株）

理　　事 関　東 山本 正明 鹿島建設（株）

理　　事 中　部 犬飼 隆一 中部復建（株）

理　　事 中　部 後藤 芳顯 名古屋工業大学

理　　事 関　西 井上 俊廣 （財）兵庫県まちづくり技術センター

理　　事 関　西 岡田 鉄三 （株）建設技術研究所

理　　事 関　西 古田　 均 関西大学

理　　事 関　西 細田　 尚 京都大学

理　　事 中　国 冨田 武満 福山大学

理　　事 四　国 白木　 渡 香川大学

理　　事 西　部 速水 昭正 博多ターミナルビル（株）

監　　事 中　部 田中 孝彦 鹿島建設（株）

監　　事 関　東 村尾 公一 東京都

表2　選出分類別役員の数と選出方法

役員（理事30名、監事2名）の選定手続きによる分類 選任・選定に関する
定款・細則の定め

役員候補者選考委員会への推薦機関（原案作成機関）
参考意見（推薦候補者）提出機関

理事【30名】 総会が選任
会長【1名】 理事が互選 正副会長会議注1

支部選出理事
【21名】注2

副会長【2名】 理事が互選 正副会長会議 今期および次期の全国大会開催支部
次期会長【1名】 理事会が選定 次期会長候補者選考委員会
理事【18名】 各支部

職域選出理事
【7名】

副会長【3名】 理事が互選 正副会長会議 関東支部（中部、関西両支部と調整）
理事【4名】 関東支部

専務理事【1名】 理事が互選 正副会長会議
監事【2名】 総会が選任 関東支部【1名】および中部または関西支部【1名（輪番）】

注 1：会長候補は前期の次期会長をもってあてている。
注 2：各支部選出理事数は会員数に応じて按分される。
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た
っ
て
考
慮
す
べ
き
事
柄
」（
表
5
）を
考
慮
す

る
。こ
の
選
考
作
業
に
と
も
な
う
実
務
は
、会

長
の
指
名
す
る
2
名
の
副
会
長
が
担
当
す
る

が
、「
次
期
会
長
候
補
者
選
考
委
員
会
」を
構

成
す
る
す
べ
て
の
委
員
は
候
補
者
の
推
薦
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。「
次
期
会
長
候
補
者
選
考

委
員
会
」に
お
い
て
は
、推
薦
さ
れ
た
候
補
者
の

適
性
等
を
審
議
す
る
が
、複
数
の
候
補
者
が
推

薦
さ
れ
た
場
合
は
投
票
に
よ
っ
て
1
名
に
決
定

す
る
。

　
「
次
期
会
長
候
補
者
選
考
委
員
会
」は
、次

期
会
長
候
補
者
の
原
案
を
先
に
述
べ
た「
役
員

候
補
者
選
考
委
員
会
」に
推
薦
し
、「
役
員
候

補
者
選
考
委
員
会
」は
審
議
の
う
え
、さ
ら
に

理
事
会
に
推
薦
す
る
こ
と
と
な
る
。

（
4
）副
会
長
候
補
者
・
専
務
理
事
候
補
者

　

副
会
長
候
補
者
及
び
専
務
理
事
候
補
者
は
、

「
正
副
会
長
会
議
」が
原
案
を
作
成
す
る
。副

会
長
5
名
は
職
域
か
ら
選
ば
れ
る
3
名
と
支

部
推
薦
の
2
名
か
ら
構
成
さ
れ
る
。職
域
か
ら

の
3
名
に
つ
い
て
は
、関
東
支
部
の
意
見
を
求

め
、支
部
推
薦
の
2
名
に
つ
い
て
は
、全
国
大
会

開
催
支
部
お
よ
び
そ
の
次
年
度
の
開
催
予
定
支

部
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。「
正

副
会
長
会
議
」は
副
会
長
候
補
者
と
専
務
理

事
候
補
者
の
原
案
を「
役
員
候
補
者
選
考
委
員

会
」に
推
薦
し
、「
役
員
候
補
者
選
考
委
員
会
」

は
審
議
の
う
え
、さ
ら
に
理
事
会
に
推
薦
す
る

こ
と
と
な
る
。

　　

現
在
土
木
学
会
は
新
し
い
公
益
法
人
へ
の
移

行
申
請
を
準
備
中
で
あ
り
、役
員
選
出
の
手
続

き
に
つ
い
て
は
現
在
の
も
の
を
継
続
さ
せ
る
方

針
で
あ
る
が
、一
方
で
今
後
も
必
要
な
改
善
を

続
け
て
行
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
土
木
学
会
総
務
担
当
主
査
理
事
・
副
会
長　

星
野 

満
）

（
1
）	用
語
：
本
稿
で
は
選
任
、選
定
、選
考
、選
出
を
以

下
の
よ
う
に
使
い
分
け
て
い
る
。

　

選
任
：�

規
程
に
基
づ
き
選
出（
を
承
認
）し
、任
命
す
る
。

　

選
定
：
規
程
に
基
づ
き
選
出
し
ま
た
は
承
認
す
る
。

　

選
考
：
規
程
に
基
づ
き
候
補
者
の
案
を
作
成
す
る
。

　

選
出
：「
選
び
出
す
」と
い
う
一
般
的
な
意
味
で
使
用
。

（
2
）	委
員
長
は
投
票
で
き
な
い
。（
土
木
学
会
役
員
候
補

者
選
考
規
程
第
8
条
）

（
3
）	会
長
の
選
定
は
あ
く
ま
で
そ
の
と
き
の
理
事
会
の
権

限
で
あ
る
の
で
、前
期
の
理
事
会
が
決
定
す
る「
次
期
会

長
」は
役
職
の
一
種
で
あ
り
、規
程
上
は
あ
く
ま
で
会
長

候
補
者
の
一
人
と
い
う
扱
い
と
な
る
。

（
4
）	平
成
20
年
度
以
前
は「
拡
大
正
副
会
長
会
議
」と
称

し
て
い
た
。ま
た
4
年
間
の
正
副
会
長
会
議
メ
ン
バ
ー
に
支

部
選
出
者
が
含
ま
れ
な
い
支
部
に
つい
て
は
、現
在
の
理
事

の
中
か
ら
会
長
が
委
員
を
指
名
し
て
構
成
員
と
す
る
。

表5　会長の推薦にあたって考慮すべき事柄（土木学会誌2005年2月号より）
（次期会長推薦にあたって考慮すべき事柄）
会長には、学術団体であり技術者団体である土木学会のトップとしての、土木界全体に対するリーダーシップが求められる。
このため推薦にあたっては会員の代表であることや個人の資質などをふまえ、総合的に判断されるものとする。

（会員の代表）
次期会長候補の推薦にあたっては、全国的視野のもとに、土木技術者の活躍する民、官、学それぞれの分野のバランスを考
慮する。

（会長としての資質）
①�土木界に対する造詣とリーダーシップ…自己の所属する分野での実績のみならず民、官、学それぞれ、あるいは複数にわた

る分野の活動や改革についてリーダーシップを発揮できること。
②�組織運営能力…目標の提示と総合的管理運営（予算、組織、活動など）について高い視点からリーダーシップを発揮できること。
③�国際化戦略、学際分野など幅広い見識…土木学会をとりまく国際化、学際化の進展の情勢下にあって、国際化戦略、学

際分野への対処、技術倫理の展開などに高い見識を備えていること。

表4　平成20年度拡大正副会長会議の構成（土木学会誌2008年12月号より）

平成17年度正副会長会議 平成18年度正副会長会議

会　　長 三谷 　浩 官 会　　長 濱田 政則 学

副 会 長

中　部 四俵 正俊

副 会 長

関　西 髙田 至郎
関　西 髙田 至郎 職　域 川島 　毅 官
職　域 龍岡 文夫 学 中　国 阪田 憲次
職　域 川島 　毅 官 職　域 小野 武彦 民
職　域 大島 一哉 民 職　域 田中 正典 民

次期会長 濱田 政則 学 次期会長 石井 弓夫 民

平成19年度正副会長会議 平成20年度正副会長会議

会　　長 石井 弓夫 民 会　　長 栢原 英郎 ※

副 会 長

中　国 阪田 憲次

副 会 長

東　北 稲村 　肇
職　域 小谷 健一 民 職　域 谷口 博昭 官
東　北 稲村 　肇 職　域 日下部 治 学
職　域 谷口 博昭 官 職　域 星野 　満 民
職　域 日下部 治 学 西　部 大塚 久哲

次期会長 栢原 英郎 ※ 次期会長 近藤 　徹 官

その他の
構 成 員

北海道 加賀屋誠一
四　国 鈴木 幸一

※会長は、官庁、大学、民間、全職域の順で選考される。当該年度は、全職域が対象である。
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